




○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・２

(1) 経営成績に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明・・・・・・・３

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項・・・・・・・・・・・・３

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示・・・・３

３．四半期連結財務諸表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

(1) 四半期連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書・・・・６

(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項・・・・・・・・・・・８

黒崎播磨㈱ （5352） 平成28年3月期 第3四半期決算短信

― 1 ―



１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの主要得意先である鉄鋼業界の国内粗鋼生産

量は、前年同四半期連結累計期間に比べ5.6％減の7,841万トンとなりましたが、当社グループでは、

海外子会社の売上高の増加により、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期連結累計

期間に比べ5.4％増収の873億５百万円となりました。 

損益については、売上高の増加及びコストダウンの取り組みを進めたことにより、当第３四半期

連結累計期間の営業利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ32.6％増益の42億98百万円、経常利

益は、前年同四半期連結累計期間に比べ29.9％増益の42億56百万円となりました。また、当第３四

半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ113.

0％増益の28億52百万円となりました。 

これにより、１株当たり四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間の15円87銭から、当第３四

半期連結累計期間では33円82銭となりました。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

なお、各セグメントの売上高は、外部顧客への売上高であり、セグメント間の内部売上高又は振

替高は含まれていません。また、セグメント利益は営業利益ベースです。 

［耐火物事業］ 

海外子会社の売上高の増加により、耐火物事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ

4.0％増収の698億75百万円となりました。売上高の増加及びコストダウンの取り組みを進めたこ

とにより、セグメント利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ33.4％増益の27億55百万円とな

りました。 

［ファーネス事業］ 

工事案件の受注増により、ファーネス事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ13.

4％増収の119億20百万円となりました。売上高の増加及び工事案件の利益率改善により、セグメ

ント利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ44.1％増益の７億96百万円となりました。

［セラミックス事業］ 

セラミックス事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ8.7％増収の41億56百万円と

なりました。しかし、高付加価値製品の売上構成比が減少したことにより、セグメント利益は、

前年同四半期連結累計期間に比べ6.3％減益の１億40百万円となりました。 

［不動産事業］ 

不動産事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ8.1％減収の６億87百万円、セグメ

ント利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ46.5％増益の４億70百万円となりました。
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［その他］ 

その他の事業セグメントの売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ22.2％増収の６億66百

万円、セグメント利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ20.1％増益の31百万円となりました。 

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年10月30日に公表した平成28年３月期通期連結業績予想を、本日（平成28年１月29日）修

正しています。詳細は、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

   なお、粗鋼生産量の変動に伴う耐火物需要の変動、外国為替相場の変動等により、業績予想値が

大きく変動する可能性があります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  （会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以

下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しています。ま

た、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しています。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行

っています。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しています。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,407 2,990

受取手形及び売掛金 27,980 42,856

商品及び製品 10,091 9,795

仕掛品 2,914 2,842

原材料及び貯蔵品 6,209 6,099

繰延税金資産 950 814

その他 2,790 2,480

貸倒引当金 △82 △133

流動資産合計 54,261 67,746

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 38,998 38,879

減価償却累計額 △28,191 △28,605

建物及び構築物（純額） 10,806 10,274

機械装置及び運搬具 59,274 59,519

減価償却累計額 △50,719 △51,121

機械装置及び運搬具（純額） 8,554 8,398

工具、器具及び備品 4,717 4,526

減価償却累計額 △4,026 △3,942

工具、器具及び備品（純額） 690 583

土地 7,522 7,443

建設仮勘定 519 784

有形固定資産合計 28,094 27,484

無形固定資産

のれん 7,373 6,597

その他 749 603

無形固定資産合計 8,122 7,200

投資その他の資産

投資有価証券 7,555 7,302

長期貸付金 178 174

退職給付に係る資産 2,677 3,017

繰延税金資産 291 267

その他 1,908 1,887

貸倒引当金 △41 △30

投資その他の資産合計 12,570 12,619

固定資産合計 48,787 47,304

資産合計 103,048 115,051
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,531 18,936

短期借入金 14,208 6,654

コマーシャル・ペーパー － 11,000

未払法人税等 228 764

賞与引当金 1,978 1,074

工事損失引当金 22 58

その他 4,848 5,943

流動負債合計 38,818 44,431

固定負債

長期借入金 11,817 17,449

繰延税金負債 1,838 1,971

役員退職慰労引当金 508 422

製品保証引当金 4 4

退職給付に係る負債 537 608

負ののれん 178 125

資産除去債務 25 25

その他 3,340 3,231

固定負債合計 18,250 23,838

負債合計 57,069 68,269

純資産の部

株主資本

資本金 5,537 5,537

資本剰余金 5,138 5,138

利益剰余金 28,628 30,959

自己株式 △1,575 △1,580

株主資本合計 37,729 40,055

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,974 1,799

繰延ヘッジ損益 8 △14

為替換算調整勘定 1,909 750

退職給付に係る調整累計額 46 57

その他の包括利益累計額合計 3,939 2,594

非支配株主持分 4,310 4,131

純資産合計 45,979 46,781

負債純資産合計 103,048 115,051
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 82,841 87,305

売上原価 68,985 71,971

売上総利益 13,855 15,333

販売費及び一般管理費 10,613 11,034

営業利益 3,242 4,298

営業外収益

受取利息 20 26

受取配当金 132 105

負ののれん償却額 54 53

為替差益 389 352

持分法による投資利益 10 43

その他 209 152

営業外収益合計 816 734

営業外費用

支払利息 531 481

その他 250 294

営業外費用合計 781 776

経常利益 3,278 4,256

特別利益

固定資産売却益 7 19

投資有価証券売却益 － 24

事業譲渡益 86 －

その他 42 6

特別利益合計 137 50

特別損失

固定資産売却損 0 1

固定資産除却損 30 26

投資有価証券評価損 1,037 1

その他 7 11

特別損失合計 1,075 41

税金等調整前四半期純利益 2,339 4,265

法人税、住民税及び事業税 329 949

法人税等調整額 561 361

法人税等合計 890 1,311

四半期純利益 1,449 2,954

非支配株主に帰属する四半期純利益 110 101

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,339 2,852
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 1,449 2,954

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 830 △174

繰延ヘッジ損益 86 △21

為替換算調整勘定 1,068 △1,337

退職給付に係る調整額 24 11

持分法適用会社に対する持分相当額 8 △11

その他の包括利益合計 2,019 △1,534

四半期包括利益 3,468 1,419

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,077 1,507

非支配株主に係る四半期包括利益 391 △88
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

   （継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 
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